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（
１
９
４
３
）
に
は
バ
タ
ー
ン
半
島
（
フ
ィ

リ
ピ
ン
）
攻
略
戦
に
従
軍
、
戦
話
集
『
緑
の

城
』（
昭
和
19
年
）
を
書
き
ま
し
た
。

　
一
宮
町
の
細
田
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
昭
和
38
年
（
１
９
６
３
）、
合
併
10

周
年
を
記
念
し
た
一
宮
町
史
編
纂
委
員
会
の

編
集
委
員
長
と
な
り
、
翌
年
3
月
に
『
一
宮

町
史
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。
ま
た
同
年
、『
日

本
国
有
鉄
道
百
年
誌
』
の
編
纂
に
も
携
わ
り

ま
し
た
。

　
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）
に
死
去
。
昭
和

56
年
（
１
９
８
１
）
に
は
文
学
碑
「
黄
塵
碑
」

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
居
宅
跡
に
は

平
成
26
年
（
２
０
１
４
）
に
案
内
看
板
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲ 文学碑「黄塵碑」（一宮海岸広場）

　
上
田
広
は
明
治
38
年
（
１
９
０
５
）、
長

生
郡
豊と

よ
さ
か
む
ら

栄
村(

現
・
長
南
町)

に
生
ま
れ
ま

し
た
。
本
名
は
浜
田
昇
と
い
い
ま
す
。
鉄

道
省
を
卒
業
後
、
国
鉄
に
勤
務
、
大
正
14
年

（
１
９
２
５
）ご
ろ
に
坪つ

ぼ
た田
譲じ

ょ
う

治じ

（
１
８
９
０

〜
１
９
８
２
、
児
童
文
学
作
家
）
ら
を
中
心

と
す
る
創
作
朗
読
会
に
入
会
、
以
後
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
な
ど
の
影
響
も
受
け
て
、
作
家

と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
昭
和
９
年

（
１
９
３
４
）
に
筆
名
「
上
田
広
」
を
名
乗

り
ま
し
た
。

　
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）、
日
中
戦
争
が

勃
発
す
る
と
召
集
令
状
を
受
け
て
出
征
、
中

国
戦
線
を
転
戦
し
ま
す
。
そ
の
陣
中
で
も
小

説
を
執
筆
し
続
け
、
翌
13
年
に
「
大
陸
」
に

掲
載
さ
れ
た
『
黄こ

う
じ
ん塵
』
な
ど
で
一
躍
文
名
を

高
め
、
火ひ

の野
葦あ

し

平へ
い

（
１
９
０
７
〜
６
０
、
小

説
家
）、
日ひ

び

の

し

比
野
士
朗ろ

う

（
１
９
０
３
〜
７
５
、

作
家
）
ら
と
と
も
に
「
兵
隊
作
家
」
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。
特
に
『
黄
塵
』
は
第
8
回
（
昭

和
13
年
）
芥
川
賞
の
予
選
候
補
作
に
も
ノ
ミ

ネ
ー
ト
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
そ
の
後
昭
和
14
年
（
１
９
３
９
）
に
帰
還

し
、
国
鉄
に
復
帰
し
ま
す
が
そ
の
2
年
後

に
は
退
職
。
太
平
洋
戦
争
が
開
戦
す
る
と
、

今
度
は
軍
報
道
班
員
と
し
て
、
昭
和
18
年

【
問
合
せ
】　
教
育
課
　
☎
42
１
４
１
６

持
ち
を
自
分
に
都
合
よ
く
動
か
そ
う
と
い
う

事
例
は
、
中
央
・
地
方
を
問
わ
ず
大
変
目
立

つ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
特
定
の
政

党
や
労
働
組
合
な
ど
に
「
抵
抗
勢
力
」
と
し

て
レ
ッ
テ
ル
を
張
り
、
そ
の
集
団
を
排
除
す

れ
ば
す
べ
て
う
ま
く
ゆ
く
、
と
主
張
す
る
た

ぐ
い
の
政
治
的
言
説
は
そ
の
最
た
る
も
の
で

し
ょ
う
。根
拠
の
な
い
誹
謗
中
傷
で
も
、言
っ

た
も
の
勝
ち
に
な
る
、と
い
う
わ
け
で
、フ
ェ

ア
・
プ
レ
イ
の
精
神
と
は
正
反
対
の
方
向
で

す
。
し
か
し
、
私
は
、
問
題
解
決
の
正
し
い

方
向
性
は
、
あ
く
ま
で
正
確
な
事
実
・
真
実

の
認
識
の
う
え
に
し
か
あ
り
え
な
い
と
思
い

ま
す
。
事
実・真
実
に
徹
底
し
て
向
き
合
い
、

そ
の
上
で
誠
実
な
議
論
を
展
開
し
て
ゆ
く
こ

と
が
、
最
良
の
解
決
に
つ
な
が
る
唯
一
の
道

だ
と
考
え
ま
す
。
ポ
ス
ト
真
実
の
風
潮
に
あ

く
ま
で
抗
し
て
、「
事
実
・
真
実
」
の
政
治

の
重
み
、
フ
ェ
ア
・
プ
レ
イ
の
精
神
の
大
事

さ
を
主
張
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

最
近
、
ポ
ス
ト
真
実
（post
‐truth

）

と
い
う
言
葉
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平

成
28
年
12
月
14
日
付
の
東
京
新
聞
に
よ
れ

ば
、「
ウ
ソ
で
も
人
び
と
を
扇
動
し
、
あ
る

い
は
人
び
と
が
扇
動
さ
れ
て
し
ま
う
政
治
文

化
の
風
潮
を
示
す
言
葉
」
だ
そ
う
で
す
。
要

す
る
に
、
事
実
・
真
実
と
関
係
な
く
、
虚
偽

の
情
報
が
ま
か
り
通
り
、
大
き
な
社
会
的
影

響
を
与
え
る
現
象
を
さ
す
言
葉
の
よ
う
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
か
つ
て
も
デ
マ
と
い
う
言

葉
が
す
で
に
あ
る
よ
う
に
、
似
た
よ
う
な
現

象
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
通
信
手
段
の
飛
躍

的
発
達
と
と
も
に
、
格
段
に
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領

選
挙
時
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
発
言
の
中
で
、「
虚

偽
」
に
類
す
る
も
の
は
約
70
％
に
の
ぼ
っ
た

と
の
報
道
も
あ
り
ま
す
が
（
上
記
東
京
新

聞
）、
そ
れ
で
も
当
選
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、

恐
る
べ
き
状
態
だ
と
い
え
ま
す
。日
本
で
も
、

事
実
に
も
と
づ
か
な
い
言
説
で
人
び
と
の
気 No.8

一宮町長
馬淵 昌也

一
宮
町
の
歴
史
特
集

　「
一
宮
町
ゆ
か
り
の
人
々
⑤
」

上う
え
だ
ひ
ろ
し

田
広
（
１
９
０
５
〜
１
９
６
６
）


